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A MOVIE 
大林宣彦、全自作を語る

CONTENTS

映画／芸術書 ご担当者様

１章：自主映画作家の商業映画への進出～『HOUSE ハウス』、他
２章：角川映画との出会い～『金田一耕助の冒険』、他
３章：尾道三部作の時代～『転校生』、『時をかける少女』、他
４章：戦争と死者とファンタジー～『彼のオートバイ、彼女の島』、他
５章：新たなる演出技法の開拓～『ふたり』、『はるか、ノスタルジィ』、他
６章：映画史の再検証～『風の歌が聴きたい』、他
７章：回想～個人映画、コマーシャルの時代～『ポパイの宝島』、他

８章：21世紀の新たな挑戦～『理由』、他
９章：３・11と戦争の記憶～『この空の花ー長岡花火物語』、他
10章：40年目の集大成～『花筐／HANAGATAMI』、他
11章：資料篇

インターミッション
私の好きな大林映画

「全身映像作家」大林宣彦監督が、
自身の全作品を語り尽くす！

A MOVIE
大林宣彦、全自作を語る
著者：大林 宣彦
定価：（本体 3,200 円 +税）　
A5 判／ 752ページ

デビュー作『HOUSE ハウス』から角川映画の尾道三部作、
それ以前の「マンダム」CMや個人映画作品など最新作ま
で、すべての作品を網羅！
また、自ら作品の外輪を語る「インターミッション」、ゆかり
の著名人による「私の好きな大林映画」も収録。
大林映画に心をとらわれた方々、またスタジオシステム崩
壊後・70年代以降の日本映画を知るための重要資料！

併売推奨

10/20
配本

大林宣彦のワンダーランドは
　　 　　　  こうして作られる！


